
立春は過ぎましたが、今週末はまた寒くなるとの天気予報。まだまだ厳しい

寒さが続くかと思われます。この季節の言葉として「雪中四友」という言葉が

あることを知りました。寒さの厳しい冬の雪中にあっても、美しい花を咲かせ

る四つの花、梅・蝋梅・水仙・山茶花の花だそうです。皆さんの家の周りには

咲いているでしょうか。 

さて、早いものでもう 2 月第 1 週末。2 月はあっという間に終わってしまいます。 

 

大学共通テストに絵本から出題！ －科学絵本「イワシ むれで いきる さかな」－ 
 1 月 17 日（土）と 18 日（日）に行われた 2026 年大学入学共通テストの国語の問題に、「イワシ むれで いき

る さかな」という科学絵本から問題が出されたのをご存じですか？ 

鳩山幼稚園では科学絵本を様々な活動の中で活用しています。例えば栽培活動を始める前の導入として、関連する

科学絵本を読んであげたり、しばらく絵本を掲示しておいたり、収穫作業の前にも読んであげます。すると、子供た

ちからプチ発展的な活動が始まることがあります。また、子供たちはダンゴムシやイモムシなども大好きで、登場す

る生き物に作者が感情移入して書いた絵本や、「図鑑」で実物（幼稚園には実物がいっぱいいます）と比べながら見

ていることもあります。「科学絵本」には大人が読んでも、ページ全面を使った写真と簡潔な文章に“なるほど！”

“そうなんだ！”と改めて感心することも多々あります。 

 この科学絵本「イワシ」の問題資料として、絵本の編集者へのインタビュー記事があります。その抜粋に 

 

 

 

 

 

 

 

とありました。絵本からの出題だからとはいえもちろん共通テストですから、問題の意味を読み取るだけでも簡単で

はありません。（問題と解答はネットに出ています。もしよかったら皆さんも挑戦してみたらいかがでしょう。刺激になるかもし

れません。） 

小学校の国語の教科書では、教材として「説明文」が出てきます。小さい年齢のうちから科学絵本に書かれている

ような、客観的で論理的な文章に親しみ、“なるほど！”“そうなんだ！”“すごいなぁー！” と感じることはとても

意味のあることだと確信しています。 

今回の共通テストを受け、幼稚園でも新たに科学絵本を何冊か購入しました。ただ、残念なことに「イワシ」は

共通テストに取り上げられたことで、話題沸騰となり、売り切れとなっていました。それでも、他にいろいろなジャ

ンルで楽しい絵本を購入しましたので、ぜひ保護者の皆さんも読んでみてください。まずは、大人絵本コーナーに置

いておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 もも・さくら 組 に じ 組 

2 月上旬 

 

 

 

 

中旬 

 

 

下旬 

 

・作った鬼のお面をつけて節分の行事に

参加する。 

・出張クラフト体験 

・「がんばりカード」を使って巧技台ジャ

ンプ・缶ぽっくり・ペダルローラーに挑

戦する。 

・おひな様を作る。 

・空き箱に厚紙を貼って、迷路を作る。 

・お別れ園外保育で平成の森公園に行く。 

・にじ組へのプレゼントを作る。 

 

・作った鬼をかぶって節分の行事に参加す

る。 

・出張クラフト体験 

・参観日に向けて友達と協力しながら自

分たちで活動(ゲーム遊び)を組み立てる。 

・学校ごっこで遊ぶ。 

・おひな様を作る。 

・卒園式の会場に飾る自画像を描く。 

・お別れ園外保育で平成の森公園に行く。 

・卒園式の練習開始 

 

 

 

 

こども農園 

 

まゆ玉祭りのいわれ 

 

 

まゆ玉団子作り 

 

 

 

 

 

 

砂場のそばのミニミニ農園 数珠玉とり 

 

 

 冬は農園もお休みです。春に
なったらいろいろなものが
もっと活発になってきます。 



事前指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

避難完了 

大人もチャレンジ 

 

 

ハイテクニック 

所員さんの説明 

  

 

 

魚釣りゲーム 

バッジ作り 

 

 

 

 

手回しコマ  

 

 

 

投げゴマ 

 

 

 

外遊びも一緒に 

午前にはひよこ組と一緒  

 

 

 

じゃんけん列車  

 

 

 

 

 

 

午後は年長が鬼 

 

一緒にふれあいタイム 

 

 

 

 

 

 

学生さんと一緒に 

歌とダンスを披露 

 

 

回すのむず
かしい！ 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

もも組担任 窪田幸恵 さくら組担任 星野佐和子 

★ももぐみ★ 【氷ができたよ！】 

年長組の遊び『氷作り』でできた氷を発見したもも組さん！「うわぁ～！」と歓声をあげて触ったり覗

き込んだり興味津々です。憧れのにじ組さんのように『自分たちも氷が作りたい』とみんなで氷作りの挑

戦が始まりました。カップなどの小さい容器に水を自分で入れて園庭の好きな場所へ置いていきます。「先

生、今度はペットボトルちょうだい！」と A 君。A 君の真似をしてペットボトルに水を入れていた B ち

ゃんが「きれいな色にしたいな！」と言いました。教師と一緒に絵の具で色水に変身させると、「やりた

い！」と仲間が集まってきて氷作りが広がっていきました。次の日、バスから降りてくるとみんなすぐに

自分の容器の所へ駆け寄り、「凍ってる！」「見て見て！」「すごい！」と大喜びです。朝の支度はさておき

…しばらくは氷に夢中になって遊ぶ子供たちの姿が見られました。 

★さくらぐみ★ 【パズル遊び】 

 保育室に設置したお正月遊びコーナーにあるパズル遊びが好きで、さくら組さんが広げて遊び始めると

「入れて！」と自然と周囲に友達が集まってきます。みんなそれぞれにピースを手に持ち“あっちかな？

こっちかな！”と楽しみながら遊び進めて段々と完成が近づいてくると、残りのピースも少なくなり、次

のピースを手に取る速さも自ずとみんな速まってきます。さくら組さんも、ピースをゲットしてはどんど

んとはめていきます。ようやく完成すると「やったー！」と友達と一緒にハイタッチ！1人でじっくりと

取り組むパズルも楽しいけれど、みんなで一緒にするパズルも楽しい様子のさくら組さんでした。 

げんきっこ！ 

もも・さくらぐみ 

 

『にじ組みんなで盛り上がっています！』 

にじ組担任 坂野繭菜 

先日のこま回し大会では、たくさんのお客さんの前で緊張した様子を見せながらも、緊張を自信に

変えてこま回しを披露することができたにじ組の子どもたち。一人一人の成長を感じる場面となりま

した。また、３学期に入りこまの練習とともに、トランプなどのカード遊びもにじ組の中でブームに

なっています！部屋の真ん中にござを敷いて丸くなり、みんなでババ抜きなど分かりやすい遊びから

始め、ルールを確認しながら遊びを広げていきました。ルールを知っていた Aくんが初めてやる Bく

んに「ここを見て！この数字が同じカードを２枚前に出して！」と一つ一つ丁寧に伝えながら接し、

Bくんも嬉しそうに「分かった！」と答え遊びに参加していました。 

「いっきゅうさん」というトランプ遊びでは、積まれていくトランプを取るときの数を子どもたちで

話し合ってアレンジして、ルールを工夫しながらさらに遊びこみ夢中になる子どもたち。何回も遊ん

でいくうちに、「３と８は形が似ているね」「９と６はひっくり返すと同じだ！」と、誰かが気づいて

みんなで見て共感し合う場面もありました。また、「パキスタンにはトランプとかあるのかな？」「ど

んな絵が書いてあるんだろう？」などと新たな興味や疑問が広がっていきました。 

 

トランプ遊びは、毎日にじ組の誰かが教師に「トランプしようよ！」と声をかけに来るほど、子ど

もたちのお気に入りの遊びです。遊びを進めていくうちに最初は２人でやっていても「やっぱり入れ

て！」と自然と友達が集まり、クラスのみんなで顔を合わせながら楽しむ姿に、個々の成長とともに

にじ組のつながりの深まりを感じています。 

 

にじいろ


